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『埼玉県立大学 大学歌』 制定について『埼玉県立大学 大学歌』 制定について『埼玉県立大学 大学歌』 制定について 

 平成２７年度に大学院博士後期課程が設置され、教育と研究の両輪が揃ったこ

とを契機として平成２７年９月に「基本理念」を制定しました。 

 「基本理念」は本学の目指すところを明示し、教職員がそれを共有し一致結束

してその実現を目指すとともに、学生が大学生・大学院生としての自覚を新たに

する契機とすることを期待するものです。そこで、この大きな節目に、学生、教

職員をはじめとする本学に関係する方々が大学への愛着をより深め、基本理念が

末永く本学の学風として定着していくよう、大学歌を制作しました。 

基本理念  

 本学は、陶冶、進取、創発を基本理念として、保健医療福祉に関する教育・研究の中核

となって地域社会に貢献します。 

【陶冶】誠実で温かい心と主体性を持ち、多様な価値観を尊重する人間性を磨き高める 

【進取】広く先達に学びつつ、未来を志向する教育・研究に取り組む 

【創発】多様な連携を通じて、予測を遥かに超える新たな価値を創造する  

（平成２７年９月２８日制定） 

◎ 大学歌企画委員会委員に加え、学生代表、卒業生代表、  

  保護者代表も加わり歌詞選考を行った。 

≪歌詞選考の視点≫ 

１ 大学の基本理念を踏まえているか      

２ 大学への誇りや愛着を分かち合えるものか 

３ 本学をイメージしやすい歌詞か  

４ 本学の大学歌として好ましい歌詞か 

   

     

大学歌制定までの流れ 

平成27年 4月 

     9月 

    12月 

平成28年 2月 
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      6～7月  

 

 

 

 

 

 

    8月 

      9月 

 

       11月    

大学院博士後期課程 設置 

基本理念 制定 

大学歌制定について理事会 了承  

大学歌企画委員会 設置 

歌詞募集 開始 

歌詞募集 終了(応募23作品） 

歌詞選考  

  

 

    

 

 

    

教授会、教育研究審議会で協議 

歌詞決定  

作曲依頼、曲完成 

大学歌制定 

大学歌完成披露式典 



  

 

大学歌の旅立ちの日に大学歌の旅立ちの日に大学歌の旅立ちの日に   

 ２学期が始まって間もない９月８日に、 

私が勤務する秩父特別支援学校の校長先生

から大学歌作成のお話をいただきました。 

 丸山さんが作詞した歌詞をいただいてか

ら２日後、９月１８日の真夜中にこのメロ

ディが天から降りてきました。次の日には

伴奏譜を書き上げました。 

 テレビではリオパラリンピックの閉会式の

パフォーマンスが流れていました。大会に

参加した選手や、大会を盛り上げたスタッ

フや客席の方々の情熱がテレビ画面を通し

て伝わってきて、ドキドキしながら五線紙

に向っていたのを覚えています。 

 大学の先生方から、皆さんが将来の志を

しっかり持って頑張っていらっしゃるお話

を伺いました。 

 これからの社会を作っていく皆さんに、

情熱をもってこの歌を歌い、学び、生きて

いってほしいという思いをいっぱい込めて

作りました。 

 私も皆さんに負けないように生き、ずっ

とずっと応援していきたいと思います。     

大学歌歌詞大学歌歌詞大学歌歌詞に選ばれてに選ばれて  

 この度、大学歌に私の歌詞が採用され

たことにとても驚いています。大学歌の

募集を知り「これは県大に名前を残す

チャンスだ」と思い、応募しました。 

  詞を書くのは初めてだったので、伝え

たい内容をうまく言葉として表現するの

が難しく苦労しました。大学の基本理念

である「陶冶・進取・創発」の意味を調

べ直してみると、使い慣れない言葉では

ありましたが、それぞれの意味に大学で

学ぶ私たちの姿が想像できました。  

 ４年生として在学している立場から実

際に感じたことや県大らしさを歌詞に織

り込むことで、他の学生も共感できるも

のにしたいと思い、難しい言葉を頻出す

るのではなく、歌ったときに意味を理解

できるよう心がけました。 

 歌詞の中から、志を忘れず大学の仲

間、先生と共に切磋琢磨し高め合う姿を

想像していただき、県大の良さを改めて

感じていただけたら嬉しいです。 

    

 

 

 

丸山 暁さん  

 

埼玉県立大学 

保健医療福祉学部  

社会福祉学科 

４年生 

 

 

 

  作曲者紹介    作詞者紹介 

高橋 浩美さん 

 

埼玉県立秩父特別支援学校 勤務 

「旅立ちの日に」作曲者 

彩の国特別功労賞受賞 

(平成23年度) 

第51回埼玉文化賞受賞 

(平成20年度,埼玉新聞社
主催) 

文部科学大臣優秀教員 
表彰受賞(平成18年度) 
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